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青木繁「海の幸」記念館とあわせて、期間中 1,700 人が来場されました。 
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                      （写真） 

左上：青木繁「朝日」の複製画制作者・島田吉廣氏 

左中：父・寺崎武男を語る寺崎裕則氏（日本オペレッタ協会名誉会長） 

左下：富崎小学校体育館の展示会場 

右下：青木繁「海の幸」記念館（小谷家住宅） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県館山市で、閉校になった小学校の

校舎を会場に、地域ゆかりの画家たちの  

作品を集めた美術展が開かれています。 

「布良の海を愛した画家たち展」と題した 

この美術展は、おととし閉校になった小学校

の校舎を活用して初めて開かれました。 

明治から昭和にかけて活躍した、地域ゆか

りの３人の画家、青木繁と寺崎武男、それに

倉田白羊の作品に加え、地元の子どもたち

が描いた模写絵など合わせて 100 点余りが

展示されています。 

主催した青木繁《海の幸》誕生の家と記念

碑を保存する会の会長を務める嶋田博信さ

んは、「小学校が廃校になりまして、利活用を

大いにしたい。多くの人に鑑賞してもらえれ

ばと思っています」と話していました。 


